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西東京市議会議員 田村ひろゆき

2018年12月初当選。無所属1期目。1978年7月西

東京市向台町生まれ。上向台小、田無第一中、中央

大学杉並高、中央大学法学部政治学科卒。

元旅行会社社員、武蔵野大学職員、衆院議員秘書。

議員インターンシップの運営を柱に若者の政治参加を進

める活動に20年関わってきました。政治を少しでも身近

に感じてもらえるよう、取り組んでまいります。

※一定の条件を満たす場合、私有地集積所の継続利用可。

5/1号の市報 これだけではよくわからない

①収集方法
戸建住宅

集合住宅

②収集回数
びん・缶・古紙・古布

ペットボトル（週1回）、金属類・小型家電・廃食用油
（4週に1回）については変更なし。

集積所収集 戸別収集※

集積所収集 集積所収集

週1回 2週に1回

◇市内6割を占める集合住宅に恩恵なし！
高齢化に伴う排出困難者対策、見守りの充実、排出者責任の明確化、不
法投棄の削減、転入等による新住民の既存集積所利用拒否、路上のカゴ
飛散による事故防止等を資源物戸別収集の必要性として市は示していま
す。確かに戸建住宅にとってはメリットもありますが、収集回数減や、
カゴの管理を各戸でしなければならないといった課題もあります。そも
そも市内6割を占める集合住宅にとっては直接的な恩恵がありません。
また、地域のコミュニティ意識が希薄になるといったデメリットもあり、
私は「課題確認のためにもまずは試行実施から」と求めていました。

◇市民に丁寧に説明し、理解を得る努力を
そんな中、市は10月1日からの全面実施を決めました。ポイントは「い
かに市民に理解・協力してもらうか」に移ったと言えますが、残念なが
ら5月1日号の市報では「資源物が出しやすくなります」といった抽象的
な言葉のみで、具体的に何が変わるのか、なぜ必要なのかといった説明
は一切ありませんでした。この問題に限らず、都合のいいことばかりで
なく、市民に丁寧に説明し、理解を得る努力がまだまだ足りません。
今後の市報、ホームページ等での広報の充実とともに、排出困難者への
さらなるきめ細かい対応を求めます。 路上のカゴ飛散による事故が問題とされた



幼児教育・保育の無償化も10月から！どうなる給食費02

市長に問う！6月議会一般質問から03

活動報告

「議会トーク」開催します！ 7/31(水)と8/4(日)

6月議会で幼児教育・保育の無償化関連の補正予算が審議され、全会一致で可決・成立しました。
議会で最も質問が集中したのは、無償化の対象外とされた給食費の扱いについてです。西東京市では現行の
保育料の中に給食費が含まれていますが、無償化後は給食費を実費徴収することになり、年収360万円未満相
当世帯および第3子以降は主食費のみ1500円、それ以外は主食費+副食費＝6000円の負担が生じます。すると、
これまで保育料0円だった層と一部階層に負担が増える「逆転現象」が起こります。

この逆転現象にあたる部分の額は半年間で220万円との答弁があり
ました。対応については「他市の動向を注視する」「市の財政に
与える影響を勘案して検討する」という慎重な答弁に終始しまし
たが、多くの議員が市による対応を求めました。このレポートの
作成時点ではまだ市の方針は出ていませんが、結論が出たらホー
ムページ等でもお知らせします。

4月から6月にかけての
田村ひろゆきの活動をご紹介します

HPでも日々発信中!

編集後記
他自治体の議員と話
すと、議会のルール
や進め方には様々な
違いがあることに気
づかされます。
西東京市議会のやり
方が絶対ではない。
井の中の蛙で「こん
なもんだ」と思わな
いよう、他自治体の
議員との情報交換を
続けていきたいと思
います。

前回4月に開催したはじめての議会報告会には2日間で23名の方にご
参加いただきました。今回から名称を「議会トーク」と変えて実施
します。予備知識など必要なし！気軽にどうぞ！のスタンスは変わ
りません。ぜひお越しください。

日 時 ①7月31日（水）19時～21時 ②8月4日（日）14時～16時
会 場 コール田無 4階 会議室Ｂ ※駐車場の用意はありません
申し込み不要ですが、行こうと思った方はメール等で連絡いただけ
るとだいたいの人数把握になり助かります（当日ふらっと現れても
全く問題ありません！）。

駅頭での議会
報告配布

総合水防訓練
の会場にて

各種団体の総会
にてごあいさつ

滋賀県で4泊5日の研修
全国から集まった議員と

新人議員と共に
柳泉園を見学

◇ごみ分別ルールについて
【質問】不燃ごみ、粗大ごみの82％は焼却に回っている。
衛生上の観点、家庭にためるごみの量を減らす観点か
ら、汚れたラップや汚れの落としづらいプラスチック
容器包装類を可燃ごみで収集できないか。
【答弁】その他のプラスチック類も可燃ごみに混入する
ことが懸念される。分別を見直す場合には柳泉園組合
及び構成3市による協議が必要である。
【質問】周知の問題である。協議する可能性はあるか。
【答弁】例えば次期の一般廃棄物処理基本計画策定の機
会を通じて意見交換したい。

◇保谷庁舎の跡地活用について
【質問】あと4年半も経てば庁舎位置の方向性が見える。
なぜ10年という中途半端な期間で進めるのか。
【答弁】約10年間の暫定的な活用であっても、官民連携
事業の可能性があることを把握している。

◇職員の喫煙状況について
【質問】勤務時間中に喫煙している職員はいるのか。い
るとして、庁内の喫煙所を使っているのか。
【答弁】平成29年9月1日から公共施設での指定喫煙所の
利用を勤務時間外に制限した。
【質問】勤務時間内は利用してはいけないということで
いいのか。実際は違っているのではないか。
【答弁】田無庁舎の状況では、一部職員がいるという認
識はしている。改めて庁内議論を踏まえ対応する。

◇元号使用について
【質問】行政文書に元号を使うか西暦を使うか、改元に
あたり検討したか。市民の提出書類にルールはあるか。
【答弁】慣行として元号を使用している。市民の提出書
類は元号、西暦いずれも当然に受理すべきである。
【意見】記載例には「令和」と入っている。西暦でもい
いと書くなど工夫していただきたい。


